
同

學

校

長

正

木

直

彦

佛
蘭
西
國
政
府
ョ
リ
贈
興
、
ン
タ
ル
「
コ
ン
マ
ン
ド
ー
ル
、
ド
、
ロ
ル
ド
ル

、

ナ
シ
ョ
ナ
ル

、
ド
、
ラ
、
レ
ジ
ョ
ン
、
ド
ノ
ー
ル
」
動
章
ヲ
受
領
シ
及
ビ
侃

用
ス
ル
ヲ
允
許
セ
ラ
ル

昭
和
七
年
一
月
九
日

學
術
研
究
ノ
為
廣
島
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

任
東
京
美
術
學
校
数
授

同

七
年
一
月
二
十
日

除
服
出
仕

年
同
月
二
十
四
日

同
年
同
月
十
七
日

同
用
務
演
二
附
臨
時
嘱
託
ヲ
解
ク

年
十
二
月
八
日

帝
國
美
術
院
幹
事
被
仰
付

同

叙
高
等
官
四
等

賞
動
局

依
願
帝
國
美
術
院
幹
事
被
免
内
閣

内
閣

帝
図
美
術
院
附
賜
美
術
研
究
所
主
事
ヲ
免
ス

年
同
月
三
十
日

内
閣

数

授

清

水

編

蔵

但
往
復
共
七
日
間
ノ
事

助

教

授

松

垣

揺

雄

数

授

数

授

矢

代

幸

雄

同 臨
時
啜
託

文
郡
省

平

福

貞

蔵

久
米
桂
一
郎

高

山

光

明

酒

巻

洵

十
級
俸
下
賜

日
本
壷
科
日
本
齋
宜
習
授
業
擦
任
ヲ
命
ス

0
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
図
立
公
園
委
員
會
委
員
の
用
務
を
帯
び
十
二
月
廿
八

日
出
焚
に
て
九
州
地
方
長
崎
、
熊
本
、
鹿
兒
島
、
宮
崎
、
諸
縣
内
へ
出
張
せ

ら
れ
新
年
一
月
十
日
蹄
京
さ
れ
た
り

0
松
岡
〔
輝
夫
〕
数
授
従
前
千
薬
縣
下
に
在
籍
の
慮
今
回
東
京
府
に
本
籍
を

移
轄
さ
る
尚
同
教
授
住
所
は
小
石
川
園
雑
司
ヶ
谷
町
百
二
十
五
番
地
な
り

〔届
〕

し
に
地
番
の
更
正
に
て
百
二
十
二
番
と
な
り
た
る
旨
屈
出
ら
れ
た
り

0
羽
野
〔
禎
――
-
〕
助
手

十
二
月
二
十
二
日
任
期
滴
了
し
て
退
職
さ
る

0
松
垣
〔
露
雄
〕
助
赦
授
十
二
月
十
日
賞
母
佃
氏
鳥
取
縣
賓
木
村
の
賀
家
に

て
死
去
さ
れ
同
地
に
急
行
葬
儀
を
畢
げ
ら
る
職
員
厚
誼
會
よ
り
香
霙
を
附

り
哀
悼
し
た
り

0
安
倍

〔郁
二〕

助
手

一
月
十
三
日
田
丸
信
俊
氏
長
女
と
結
婚
さ
れ
た
り

関

連

事

項

①

正
木
直
彦
の
渡
支
、
日
華
古
今
名
画
展
覧
会

大
正
十
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
日
中
美
術
交
流
運
動
、
特
に
日
華
連
合
絵
画
展

の
開
催
や
、
大
村
西
崖
、
正
木
直
彦
ら
の
活
躍
に
つ
い
て
は
既
に
記
し
た
が
、
昭

和
三
年
の
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
(
3
9
5
頁
参
照
）
以
後
も
種
々
の
障
害
あ
る
な
か

で
鋭
意
交
流
の
試
み
が
続
け
ら
れ
た
。
正
木
校
長
は
美
術
界
の
代
表
者
と
し
て

積
極
的
に
活
動
し
、
文
庫
主
任
の
北
浦
大
介
は
実
務
担
当
者
と
し
て
奔
走
。
文

文
部
省

學
校

数

授

平

福

貞

蔵

赦

授

平

輻

貞

蔵
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庫
は
交
流
運
動
の
事
務
局
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
こ
の
運
動
の

発
端
を
作
っ
た
画
家
渡
辺
晨
畝
は
終
始

一
貫
し
て
日
中
両
国
の
連
絡
役
を
つ
と

め
た
。
か
く
て
昭
和
四
年
―
―-
、
四
月
の
国
民
政
府
教
育
部
主
催
第

一
回
美
術
展

覧
会
に
は
中
国
側
の
要
請
に
応
じ
て
洋
画
を
出
品
す
る
こ
と
に
な
り
、
正
木
を

長
と
す
る
委
員
会
（
事
務
所
は
本
校
文
庫
内
）
が
設
け
ら
れ
、
各
団
体
か
ら
集

め
ら
れ
た
八
十
数
点
の
作
品
が
中
国
に
送
ら
れ
、
梅
原
龍
三
郎
そ
の
他
が
委
員

と
し
て
上
海
へ
赴
い
た
。
次
い
で
同
年
十
一
月
に
は
や
は
り
上
海
で
日
華
聯
合

絵
画
展
覧
会
が
開
か
れ
、
こ
の
と
き
も
正
木
が
日
本
側
の
代
表
と
し
て
各
団
体

か
ら
の
出
品
（
日
本
画
）
を
と
り
ま
と
め
、
北
浦
が
そ
れ
ら
を
携
え
て
同
地
に

赴
き
、
晨
畝
と
と
も
に
準
備
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
引
き
続
き
大
連
で

も
開
か
れ
た
。
翌
五
年
は
こ
う
し
た
展
覧
会
は
開
か
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
代

わ
り
に
唐
宋
元
明
名
画
展
の
よ
う
な
古
画
の
展
覧
会
を
再
ぴ
開
催
し
よ
う
と
い

う
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

昭
和
六
年
一
月
か
ら

二
月
に
か
け
て
正
木
が

三
度
目
の
渡
支
を
試
み
た
の
は

右
の
計
画
に
つ
い
て
中
国
政
府
の
協
力
を
求
め
る
た
め
で
、
息
子
の
正
木
篤
三

と
渡
辺
晨
畝
が
同
行
し
、
中
国
で
は
本
校
卒
業
生
江
亜
塵
が
案
内
を
つ
と
め
、

上
海
、
杭
州
、
蘇
州
、
南
京
へ
と
要
人
を
尋
ね
、
そ
の
傍
ら
史
跡
や
古
美
術
を

見
学
し
て
回
っ
た
。
途
中
、
各
地
で
画
家
や
学
者
、
本
校
卒
業
生
た
ち
の
大
歓

迎
を
受
け
た
。
同
年
四
、
五
月
、
展
覧
会
は
日
華
古
今
絵
画
展
覧
会
と
銘
打
っ

て
東
京
府
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、
次
い
で
大
阪
の
貿
易
館
で
も
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
帝
室
博
物
館
で
も
こ
れ
と
同
時
に
国
宝
絵
画
特
別
展
覧
会
が
開
か
れ
、

王
一

亭
を
は
じ
め
多
数
の
中
国
人
が
来
日
し
た
。
今
回
出
陳
さ
れ
た
古
画
は

元
、
明
、
清
の
名
画
で
、
旧
清
内
府
や
張
学
良
の
所
蔵
品
、
上
海
の
瀧
莱
臣
所

蔵
の
虚
斎
名
画
録
二
十
巻
な
ど
が
特
に
人
目
を
引
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
の

九
月
に
は
満
州
事
変
が
起
こ
り
、
日
中
間
の
政
治
情
勢
が
悪
化
し
て
行
っ
た
た

め
、
次
第
に
日
中
美
術
交
流
運
動
が
存
続
し
得
な
い
情
況
に
陥
っ
た
。

②

校
友
会
月
報
第
三
十
巻
記
念
号

昭
和
六
年
四
月
、
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十
巻
第
一
号
が
一
――

十
巻
記
念
号
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
明
治
三
十
五
年
六
月
創
刊
以
来

三
十

年

間
、
断
絶
す
る
こ
と
な
く
発
行
さ
れ
て
こ
こ
に
至
っ
た
わ
け
だ
が
、
編
集
部
は

こ
れ
を
記
念
し
て
結
城
素
明
の
「
入
学
当
時
以
来
の
回
顧
談
」
と
初
期
の
卒
業

生
た
ち
に
よ
る
「
本
校
創
立
当
時
回
顧
座
談
会
」
の
筆
記
録
お
よ
ぴ
高
屋
肖
哲

の
「
座
談
会
の
後
に
」
を
掲
載
し
た
。
そ
れ
ら
は
草
創
期
の
本
校
を
知
る
た
め

の
良
い
資
料
で
あ
る
。

③

浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
像
の
摸
刻

浄
瑠
璃
寺
の
吉
祥
天
像
と
そ
の
厨
子
は
と
も
に
建
暦
二
年

(
―
ニ

―
二
）
に

造
ら
れ
た
。
厨
子
の
扉
絵
と
壁
板
絵
は
東
京
美
術
学
校
開
校
以
前
に
そ
の
所
有

に
帰
し
、
現
在
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
か
つ
て
岡
倉

天
心
は
こ
れ
を
「
孝
謙
帝
の
初
期
に
属
す
べ
き
も
の
」
で
あ
り
、
「
天
平
美
術

衰
兆
を
来
せ
る
時
の
画
」
で
あ
る
と
推
定
し
た

．、（「
日
本
美
術
史
」
『
岡
倉
天
心
全

集
』
第
四
巻
。
昭
和
五
十
五
年
、
平
凡
社
）
。

昭
和
六
年
一
月
、
彫
刻
科
木
彫
部
助
教
授
関
野
聖
雲
は
右
の
吉
祥
天
像
の
復

元
摸
刻
（
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
）
を
完
成
さ
せ
た
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友

会
月
報
』
第
三
十
巻
第
一
号
に
は
彼
の
摸
刻
報
告
書
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
る
と
、
明
治
時
代
に
本
像
摸
刻
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

大
正
十
三
年
頃
に
は
高
村
光
雲
が
そ
の
た
め
に
奔
走
し
た
が
実
現
せ
ず
、
昭
和
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